
2009年９月14～15日、第23回日本高齢者大会が大分県別府市ビーコンプラザ他で開かれま
した。衆議院選挙直後の集会でした。
九州沖縄ブロックでは初めての大会でしたが、大分県実行委員会のみなさんの大活躍で、全国
からのべ4041人が集まり、大盛況・大成功でした。別府市長の来賓あいさつや、大分県知事
と８市長のメッセージが寄せられ、マスコミ６社が後援・報道してくれました。
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１日目は、生存権裁判、最低保障年金、後期高齢者医療制度、介護保険、世界と日本の経済、
中南米の新しい風、消費税、核廃絶の８講座に並行して、格差と貧困、歯科医療、地域づくり、
仕事と生きがい、食の安全、健康体操など８分科会。特別企画としては、取り組みが広がって
いる文化サークルの活動交流。移動分科会は、日出生台

ひじゅ う だ い

演習場、国東
くにさき

半島、宇佐
う さ

神宮、臼杵
うすき

城
下町の４コース。夜は大分学、麦焼酎、うたごえ酒場、新しい葬儀についてなど。



再会を喜ぶ人たち。この１年の取り組みを語り合い、学び合う人たち。年寄りたちは戦争や戦
後を経験しています。田畑や経済を建て直してきた働き者が多い世代です。町や村を整え、だ
れもが幸せな人生を送れるようにと願って、地域や職場でがんばってきた人たちです。
核兵器のない平和と人間らしく生きるための文化、その力をもっている人たちです。そしてだ
れもが安心できる未来を子や孫に伝えたいのです。



2日目の全体会は、歓迎の合唱、開会のトランペット、「老人よ、大志を抱け！」と呼びかけ
る大分県実行委員長のあいさつで始まりました。全日本学生自治会総連合、中央社会保障推進
協議会、日本共産党の連帯のあいさつ、参加者交流、基調報告と、新潟、広島、沖縄からの地
域報告。居眠りする人などひとりもいません。記念講演は伊藤周平鹿児島大学教授の介護保険
問題。特別決議は、医療、年金、仕事、介護、核廃絶など６本。別府踊りやひょっとこ踊りに
励まされて、来年、茨城での集会をめざして散会しました。
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川本　浩・田上明子



地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
以
下
「
権
利
擁
護
事
業
」）
が
始
ま
っ
て
一
〇
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
生
活
保
護
世
帯
以
外
は
利
用
者
負
担
が
原
則
で
す
が
、
京
都
府
で
は
昨
秋
予
算
措
置
が
行
わ
れ
、

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
利
用
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
歓
迎
し
つ
つ
、
本
質
的
な
問

題
整
理
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、「
な
ぜ
利
用
者
負
担
が
原
則
な
の
か
？
」
を
制
度
発
足
以

来
ず
っ
と
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

契
約
制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
当
事
者
の
た
め
に
権
利
擁
護
事
業
が
あ
り
、

き
ち
ん
と
利
用
援
助
（
橋
渡
し
）
が
さ
れ
て
初
め
て
契
約
制
度
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
の
で
す
。

「
権
利
擁
護
」
の
実
質
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
は
、
一
〇
年
経
過
後
、
そ
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「（
行
政
処
分
の
）
措
置
か
ら
（
本
人
選
択
の
）
契

約
へ
」
と
謳う

た

わ
れ
た
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
集
約
が
社
会
福
祉
法
で
あ
り
、「
一
〇
年
後
総
括
」
は
、

契
約
型
福
祉
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
る
「
応
益
負
担
」
論
争
を
点
検
・
総
括
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
制
定
の
国
会
審
議
の
際
に
、
権
利
擁
護
事
業
や
苦
情
解
決
事
業
、
社
会
福
祉
施
設
の
経
営

指
導
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
関
し
て
、
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
社
協
」）
に
任
せ
て
も
大
丈
夫
か
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
側
面
を
持
ち
な
が
ら
業
界
を
抱
え
る
社
協
が
苦

情
解
決
事
業
を
行
う
の
は
利
益
相
反
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
線
の
市
町
村
社
協
は
同
時
期
に
介
護
保
険
の
大
波
に
も
ま
れ
、
地
域
福
祉
活
動
部
門
と
直
接
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
の
連
携
・
統
合
に
苦
闘
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
の
間
の
地
方
財
政
危
機
も
社
協
に
は
厳

し
い
向
か
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
あ
た
か
も
政
権
交
代
に
よ
り
、国
政
で
は
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
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社会福祉法の折り返し点に
おける社会福祉協議会の
位置と方向

京都府社会福祉協議会事務局長 田尾
た お

直樹
なお き

さん



京
都
府
で
は
昨
秋
、
民
主
党
府
議
団
と
構
想
日
本
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
地
方
版
の
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
、

京
都
府
社
協
へ
の
人
件
費
は
「
不
要
」
と
い
う
裁
定
が
下
り
ま
し
た
。
た
っ
た
三
〇
分
の
議
論
で
の
裁
定

で
し
た
。
ム
ダ
を
省
く
公
開
評
価
は
大
い
に
結
構
で
す
が
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
指
標
、
仕
分
け
人
の
選

定
方
法
や
的
確
性
の
担
保
、
対
象
事
業
の
て
い
ね
い
な
分
析
な
ど
、
実
施
条
件
の
客
観
性
や
透
明
性
に
疑

問
が
あ
る
う
え
、
短
時
間
で
の
一
方
的
な
裁
定
は
あ
ま
り
に
も
乱
暴
で
す
。
現
場
当
事
者
か
ら
の
発
言
機

会
も
保
障
す
べ
き
で
す
。
京
都
府
社
協
六
〇
年
の
歴
史
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
で
、
先
輩
や
関
係
者
に
申
し

訳
な
く
悔
し
い
思
い
で
す
。
事
業
仕
分
け
は
公
正
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
政
権
は
、「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
」
答
申
に
よ
る
社
会
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
廃
止
や
緩
和

推
進
の
方
向
で
す
が
、
全
国
の
社
会
福
祉
関
係
者
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
福
祉
の
根
幹
を
成

す
基
準
の
廃
止
に
断
固
反
対
の
意
思
表
明
を
し
て
い
ま
す
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
内
実
と
し
て
、
こ
う
し
た
動
き
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
京
都
で
「
第
一
五
回
全
国
社
協
職
員
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
問
題
意
識
を
持
っ
た
若

手
職
員
が
二
〇
七
名
集
ま
り
ま
し
た
。
真
面
目
に
考
え
て
い
る
職
員
は
、
悩
み
な
が
ら
地
域
に
出
か
け
、

狭
間
に
あ
る
問
題
や
取
り
残
さ
れ
て
い
る
課
題
を
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
解
決
し
て
い
こ
う
と
地

道
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
福
祉
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
貧
困
・
困
窮
者
へ
の
生
活
支
援
な
ど
、

時
の
課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合
い
尽
力
す
る
こ
と
が
社
協
の
進
む
べ
き
道
だ
と
思
い
ま
す
。

京
都
府
社
協
は
、
今
年
度
か
ら
三
か
年
の
中
期
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
テ
ー
マ
は
四

つ
、
一
つ
は
「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
」、
二
つ
目
は
「
府
民
生
活
を
支
え
る
権
利
擁
護
」、

三
つ
目
は
「
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
」、
四
つ
目
は
「
幅
広
い
協
働
に
よ
る
先
駆
的
事
業
展
開
」

で
す
。
微
力
で
す
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
「
三
年
間
の
挑
戦
」
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

たお　なおき
1976年3月、立命館大学産業社会学部卒業。
1976年4月から京都府社会福祉協議会勤務。事業部（地域福祉

担当）、民生部（生活福祉資金貸付担当）、施設福祉部（介護福祉
士試験講習会等担当）を経て、1998年度地域福祉課長、2000年度
地域福祉課長及び「きょうと高齢者・障害者生活支援センター」

（地域福祉権利擁護事業担当）所長補佐、2002年度地域福祉・ボ
ランティア振興課長、2003年度福祉部長、2006年度事務局次長、
2008年度から現職。
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2010年を高齢者福祉の新たな出発の年に特集

2010年を高齢者福祉の
新たな出発の年に

今から50年前。東北の山村で老人の、そして乳幼児の医療費を無料にし
た沢内村。そこには現在への多くのメッセージがありました。

日本高齢者NGO会議議長・上坪
かみつぼ

陽
ひかり

さんに聞く――
聞き手：河合克義

旧
沢
内
村
は
、
全
国
に
先
駆
け
、
老
人
医
療

費
・
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
た
村

と
し
て
有
名
で
す
。
村
民
た
ち
は
豪
雪
・
多

病
・
貧
困
の
山
村
で
、子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
、

医
療
に
か
か
る
の
は
軈
死
ぬ
間
際
か
、
死
亡
診

断
書
を
書
い
て
も
ら
う
時
だ
け
軋
と
い
う
時
代

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
の
協
働

で
こ
れ
ら
の
困
難
を
克
服
し
た
活
動
と
伝
統

は
、軈
生
命
行
政
軋
と
呼
ば
れ
、『
い
の
ち
の
作

法
』『
い
の
ち
の
山
河
』、
二
つ
の
映
画
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
、
障
害
、
児
童
の
福
祉
が
大
き
な
転
換

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
二
〇
一
〇
年
。
命
や

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
日
本
の
実
現
へ
と
歩
み

だ
す
年
へ
、
と
願
い
を
込
め
て
、
日
本
高
齢
者

Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
議
長
の
上
坪
陽
さ
ん
に
沢
内
村
の

実
践
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。

特集
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沢
内
村
奮
戦
記
を
読
み
返
し
て

河
合

上
坪
さ
ん
は
『
沢
内
村
奮
戦
記
』

（
太
田
祖
電
・
増
田
進
・
田
中
ト
シ
・
上

坪
陽
共
著
、
一
九
八
三
年
三
月
、
あ
け
び

書
房
）
の
な
か
の
、
第
三
章
「
沢
内
村

義
と
住
民
本
位
の
軈
行
政
改
革
軋」
と

い
う
副
題
を
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

豪
雪
・
貧
困
・
多
病
の
村
で

沢
内
村
の
村
づ
く
り
の
歴
史
は
、

深
沢

ふ
か
さ
わ

晟
雄

ま
さ
お

さ
ん
（
一
九
五
七
年
〜
六
五

年
・
村
長
）、
医
師
の
斉
藤

さ
い
と
う

竜
雄

た
つ
お

さ
ん
、

僧
侶
の
太
田

お
お
た

祖
電

そ
で
ん

さ
ん
（
一
九
七
三
年

〜
九
四
年
・
村
長
）
の
三
人
が
、「
村
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
の

人
々
と
一
緒
に
も
の
を
考
え
、
悩
み
、

苦
し
み
、
そ
し
て
願
い
を
も
つ
こ
と
が

必
要
」
と
、
農
民
学
校
を
つ
く
っ
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
婦
人
を
組
織
し

て
婦
人
会
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
推
進
力

と
な
っ
て
「
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

か
ら
学
ぶ
こ
と
―
草
の
根
民
主
主
義
と

住
民
本
位
の
軈
行
政
改
革
軋」
の
執
筆

を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
い

ま
あ
ら
た
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、

非
常
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
か
つ
き

わ
め
て
今
日
的
な
意
義
を
感
じ
ま
す
。

つ
ま
り
、
沢
内
村
に
関
し
て
は
医
療

費
無
料
制
度
の
草
分
け
、
と
い
う
範
囲

で
の
理
解
が
一
般
的
で
す
が
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

は
「
人
づ
く
り
」「
村
づ
く
り
」
の
思

想
・
哲
学
の
存
在
が
あ
る
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
上
坪
さ
ん
は
「
草
の
根
民
主
主

沢
内
村
の
老
人
医
療
費
無
料
制
度
誕
生
、
五
〇
年

河合　克義さん
（明治学院大学教授）



福祉のひろば 2010―1 10

命
を
守
る
健
康
な
組
織
的
活
動
の
母

体
」
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
は
、
役
場

の
職
員
が
公
僕
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
、
職
員
組
合
を
つ
く
り
ま
し

た
。一

九
五
七
年
に
深
沢
晟
雄
さ
ん
が
村

長
、
太
田
祖
電
さ
ん
が
教
育
長
に
就
任

す
る
と
、
集
落
に
出
か
け
て
行
っ
て
住

民
の
生
活
要
求
な
ら
び
に
地
域
課
題
を

収
集
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
岩
手
大
学
の

協
力
の
も
と
で
、
地
域
課
題
を
分
類
し
、

こ
こ
で
沢
内
村
の
三
つ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
①
あ
ま
り
に
も
雪
が
多
す

ぎ
る
こ
と
、
②
あ
ま
り
に
も
貧
困
で
あ

る
こ
と
、
③
あ
ま
り
に
も
病
人
が
多
い

こ
と
。
こ
の
三
つ
が
相
乗
的
に
沢
内
村

の
僻
地
性
を
築
き
あ
げ
て
い
る
、
と
い

そ
の
流
れ
が
逆
転
し
ま
す
。

『
沢
内
村
奮
戦
記
』
は
、
老
人
医
療

費
を
有
料
化
に
逆
戻
り
さ
せ
る
老
人
保

健
法
（
一
九
八
二
年
）
が
で
き
た
直
後

に
、
老
人
保
健
法
を
批
判
す
る
意
味
で

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
ま
さ
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
め
ぐ
る
論

議
が
活
発
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず
老
人

保
健
制
度
に
戻
せ
、
と
い
う
動
き
が
あ

る
な
か
で
、
高
齢
者
の
生
活
保
障
、
医

療
保
障
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、

と
て
も
重
要
な
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
坪
さ
ん
が
「
沢
内
村
か
ら
学
ぶ
こ

と
」
で
言
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
そ
の
あ
た
り
か
ら
お
話
を

お
願
い
し
ま
す
。

う
わ
け
で
す
。
住
民
一
体
と
な
っ
て
、

こ
の
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

行
政
の
基
本
で
あ
る
（『
沢
内
村
奮
戦
記
』

序
章
「
豪
雪
・
貧
困
・
多
病
と
の
闘
い
」

太
田
祖
電
、
参
照
）
と
。
こ
れ
が
、
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
や
老
人
医
療
費
無

料
化
を
進
め
る
背
景
に
な
り
、
一
九
六

〇
年
か
ら
老
人
医
療
費
無
料
化
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

沢
内
村
の
今
日
的
意
義

そ
の
後
、
革
新
東
京
都
政
を
は
じ
め

と
し
て
他
の
地
方
自
治
体
に
老
人
医
療

費
の
無
料
化
が
広
が
り
、
つ
い
に
国
を

追
い
込
み
、
一
九
七
三
年
に
は
国
の
制

度
と
し
て
の
無
料
化
が
実
現
す
る
に
至

り
ま
す
。
し
か
し
八
〇
年
代
に
入
る
と

2010年を高齢者福祉の新たな出発の年に特集


